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る。電気力線は放射状に半径,の円筒の面から出てぃくので

となる

イ

万=0になる

コサ_

となる

オ アと工の解を用い,

V

が得られる...五の極小条件を求めるため,分母を微分して 0とおくと

a石(a ln三)= a三(a lnb - a lna)= 1nb -1na -1 = 0
b
In-= 1
α

1'=aの代入をして

b
ー= e 影 2.フ
α

b 々 2.7a

( 2 )
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イ.アの結果から

A'B'C'D'では

ー^

A'B'C'D'

, ソレノイド外部では磁束密度が0なのでβ3=0である

B4 =μ0π1

となる

ウ

これはソレノイド内部の磁束密度である。
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ア 合成抵抗R。は,次の
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ア 遮断状態なので,1C=0 である
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ア 線形時不変システムの両辺をZ変換すると
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a)

6C02 + 6H20 一→

グノレコース 1モノレ

ウ ヘスの法則から

1274-6ゞ(394+286)

(2)

+ 2H20

で,2電子モル当たり968 質量は減少する

C6H1206 + 602

を生成するのに二酸化炭素6モルが必要なので

g

0.010o movL (1.00ゞ 10-2 movL)

モル電気伝導率の大きな水酸化物イオンが当量点以降で増加するから

ウ.酢酸分子は電荷がないので電気伝導度に寄与しない。また,明らかに酸

性であるので水酸化物イオン濃度は無視できるほど小さい。そこで,電気

伝導度に寄与するのは水素イオンと酢酸イオンである。

それらの濃度が等しいので,それらの濃度をχlmovUとすると,

電気伝導度とそれらの濃度との関係は 35.0χ+4.0χ= 0.0195 である 0

ゆえにχ= 0.000500 水素イオンの濃度は,5.00河0・4 movL
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反応熱は2806 kJ/m01で吸熱

負極

Pb + 2H2S04 + pb02 = 2Pbs04

この充電でPbs04がPbになるの

ので
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